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令和 2 年度第 1 回埼玉医科大学病院医療安全業務監査委員会議事要旨 
 
日 時：令和 2 年 7 月 1 日（水）からのメールでの監査 
外部監査委員：森本義博（委員長）水谷渉 粟田博 片山茂裕 丸山元孝 荒井有美 
内部監査室 ： 田中寿（埼玉医科大学内部監査室長） 
監査管理者 ：織田弘美（埼玉医科大学病院長） 
 
議事要旨 

１.例年と異なり、コロナ禍での開催にあたりメール審議で開催することに各委員より

承認を受けた。 

7月 1日付で監査委員に監査内容をメールにて報告、7月 15日期限で指摘をいただい

た。指摘事項及び返答は以下の通り。 

 

２.医療情報管理の資料で、外来患者のアレルギー歴未確認が依然 20％くらいあり、改

善が不十分と感じる。 

→（入院患者）カルテ記載があってもプロフィール欄に入力がないと「未確認」と表示

される。2020 年 2 月に電子カルテが更新されたことで、未確認であることがわかり

にくくなり、未確認の率が一定割合生じていた。 

当初は医師に入力を依頼したが改善不十分であったため 2020 年 5 月以降は入院時と

退院時に病棟看護師がプロフィール欄のアレルギー記載について確認することし未

確認率はほぼゼロになった。 

各科別の統計を毎月の診療部長会議、医長連絡会議で公表することで、アレルギー入

力が促され未入力率が徐々に低下している。 

→（外来患者）アレルギー未確認件数を医療安全関連会議で報告し、入力を促した。ま

た、医療安全の巡回において、病棟・外来等でアレルギー情報の入力状況を確認し、

入力への意識付けをおこなった。今後、さらに件数が減少するよう取り組んでいく。 

 

３.医療放射線安全管理責任者は役割は書かかれているが、部署の概念図に組み込まれ

ていない。 

→概念図を新たに作成し医療放射線安全管理責任者を入れた。 

 

４.監査委員会の規則はあるのか。取り纏めている職員が病院職員であることが問題で

ある。本来監査は開設者である理事長が運営を行うもので、監査委員会は院外に作

るのは、公的な決まりである。 

→今後は規則にあるように庶務業務を内部監査室が行うこととなった。 

 

５.通報窓口は法人設置が好ましい。病院に設置されることで告発が隠蔽される懸念が

ある。情報の機密性があることが内部通報の前提と思われる。 
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→今後調整予定であるが、法人渉外担当を窓口として検討していく予定。規則につい

ても改編していく予定。 

 

６‐１ 

どの研修が必須なのか判別がつかないが、医療法の一部を改正する法律の一部の施

行について（通知）では、年に 2回程度必須研修を実施することとされているが、

実施している 2回の研修とは、この「必須研修」なのか 

６－２ 

添付された研修人数のタイトルには、必須の表記がないが、これは全体研修のこと

か。令和元年度の全職員数は 2249人であるのに対し、1回目が 2721人、2回目が

1601 人というのは、どのように解釈すればよいか。 

６－３ 

ポイント制を導入しており、「必須研修は 3ポイント、選択研修は 2ポイントを付

与し、計 5ポイント取得しなければポイント達成できない」とあるが、施行規則で

は「病院全体に共通する安全管理に関する内容は年 2回程度開催」とされている。

必須研修が病院全体に共通する研修であるなら、必須の 3ポイントを 2回、計 6ポ

イント以上取得しないと、クリアできないのではないか。 

→施行規則の「病院全体に共通する安全管理に関する内容は年 2回程度開催」に該当

する研修は全体講習会①と②である。全体講習会①と②を選択必須研修として各 3

ポイント取得可能、事例学習会等を選択研修として 2ポイント取得可能としてい

る。計 5ポイントの中には、全体講習会①もしくは②（各 3ポイント）を含むこと

を必須条件としている。そのため常勤職員は全体講習会①と②を受講（計 6ポイン

ト）するか、全体講習会①もしくは②と事例学習会を受講（計 5ポイント）するこ

とでポイント達成となる。 

当院ではポイント制を導入した当初より立入検査でも説明をしているが、指摘を 

受けていない。都道府県によって違いがあるのではないかと推測している。 

なお、全体講習会①の受講者数が全職員数より多いのは集合研修を欠席した職員用

に開講している全体講習会①のｅラーニングを、集合研修に出席した職員が復習も

兼ねて受講しているためである。 

 

７.他意見 

埼玉医科大学医療安全業務に関し、対策委員会規則・名簿・会議録等確認した。医

療安全管理・事故防止・研修体制などに、組織的・継続的に取り組んでいる様子が

うかがわれた。特に新型コロナウイルス対策については、大学病院として大変な苦

労があり、職員の尽力に町民の一人として、深く感謝と敬意を表したい。 

安全に万全を期し、医療サービスの提供に努めていただきたい。 

 

次回の開催  2021年 1月から 2月中旬を予定 


